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機会を届ける！ 

ITを届ける！ 

ワークショップ 

活動レポート 

２０２6．１．５発行 

生成AIが日常的に活用されるようになった一方、「２０２５年の壁」への対応に迫られた２０２５年。

CTC未来財団では、将来の ITを支える人材の育成を目指し、「ITに触れる機会を届ける」活動を

続けています。２０２５年８月～１２月の活動を紹介します。 

 

 

 

色を読み取るセンサーが内蔵されたトラックロボット。

このトラックロボットを思い通りに動かすために地図

上に「右折・左折・直進・一時停止」４種類のカラーコー

ドシールを貼り、動きをプログラミングします。トラック

ロボットは、そのプログラミングに従い配達先の「いち

ば」「ドーム」「こくぎかん」に荷物を届けます。３箇所の

配達先に荷物を届けるルートを作りだすワークショッ

プです。 

 

 

 

Ａ２サイズの地図 

地図にカラーコードを貼ってトラックに動きを指示 

  カラーコードシール 

    左から 右折・左折・直進・一時停止 

 

配送トラックに見立てたセンサーロボット 

■「カラーコードでプログラミングワークショップ」概要 
 

 高学年の教材にチャレンジ！ 
 

 

 

 

 

 

 

当財団が開発した小学校高学年向けの貸出教材をアレンジし、小学校低学年のお子さんと保護者を

対象に開催しています。保護者の方には学校のプログラミング教育の体験、お子さんには ITが日常

の身近な技術であることを知ってもらう機会になっています。８月と１０月に都内２か所のイベント

に出展し８回のワークショップを開催。６９組が参加しました。高学年向けの教材ですが「難しいけ

ど、頑張ることができた！」「楽しかった！」と言う声が聞かれました。 

 どんな教材？ 
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大学生が支えています！ 
 

本ワークショップでは、大学生がボランティアとして参加

し、子ども達の活動を支えています。 

「人に教えることの楽しさ」を学生に体感してもらう場づ

くりを目指しています。２回のワークショップに６名の学

生が参加しました。 
 

 

 

「クイズゲーム」を作ろう！ 
 

子どもに人気の習い事上位に入る「プログラミング」。 

このワークショップの最大の特徴は、開催場所です。放課

後の子ども達の居場所施設を会場にし、子どもの人数が

５～１５名程度の小規模かつ関東近郊以外の四国や兵庫

県の島しょ部を対象に体験の機会を届けました。 
 

プログラミング体験に加え、ＩＴを創り出す人たちがいる

ことを知るキャリア教育の要素も持っています。 
 

今年は、６月の愛媛県今治市でのワークショップに始ま

り、８月に徳島県鳴門市、１０月に三重県多気郡、そして 

１２月に兵庫県南あわじ市 計６か所でワークショップを

行い、５５名の子ども達が本ワークショップを体験しまし

た。 

 

 

Ｓｃｒａｔｃｈは、Ｓｃｒａｔｃｈ財団がマサチューセッツ工科大学メディアラボと共同開発した無料のプログ

ラミングコミュニティサイトです。 

本ワークショップでは、Ｓｃｒａｔｃｈを使い「動物昆虫クイズゲーム」を作ります。たまごで生まれてくる

動物や昆虫を探し出すゲームです。ワークショップが終わった後も子ども達が自分の知っているこ

とをクイズゲームにアレンジし、子ども達同士で知識をシェアすることを目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレット端末を使ってプログラミング 

■「Scratchプログラミングワークショップ」概要 
 

＜学生ボランティアの声＞ 

 ・ボランティア活動をやったことがなかったので、 

  何事も経験と思い参加しました。 

 ・ボランティア活動を通して子ども達の姿に刺激を 

  受けました。 

 ・塾で子ども達に勉強を教えているので財団のワー 

  クショップでも子ども達に教えたいと思い参加し 

  ました。 

https://mirai-zaidan.or.jp/file/workshop_report_20250605_06.pdf
https://scratch.mit.edu/
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―財団事務局よりー 
 

文部科学省は２０１９年、「GIGＡスクール構想」を策定しました。これは、全国の児童生徒に１人   

１台の端末環境を整備し、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の両立を目指す取り組みです。 

一方、産業界においてもＩＣＴの利活用が課題となっています。経済産業省は２０１８年の「ＤＸ 

レポート」で、ＩＴ人材不足や老朽化・複雑化した既存システムが企業の変革を妨げる「２０２５年 

の壁」への対応の必要性を指摘しました。こうした背景を踏まえ、当財団では楽しくＩＴを体験し、 

ＩＴに興味関心を持ってもらうことを目的に小学生向けにワークショップを通した実践的な取り 

組みを継続して行っています。ＩＴネイティブと呼ばれる現代の子ども達。生活の一部に溶け込ん 

でいるＩＴを「自分の思うように使いこなす」、「新たなＩＴを生み出す人材育成の場」として今後も 

ワークショップを開催する予定です。 

子ども達の「プログラミング、楽しかった！」の声が活動の原動力になっています。 

 

 発行元：公益財団法人 CTC未来財団    〒105-6909 東京都港区虎ノ門４－１－１      

                             office@mirai-zaidan.or.jp 

 

―今までの参加人数― 
 

 「カラーコードでプログラミング」   ２０２３年～ ３１回開催 ２５５組 

 「Scratchプログラミングワークショップ」   ２０２２年～ １４回開催 １５４人 

 

「IT系のワークショップに飢えていました！ 
 

  

＜放課後の居場所施設スタッフ様の感想＞ 

 ・IT系のワークショップに飢えていました。  

  私たちはプログラミングが全くわからず、はる   

  ばる東京から来ていただき、子ども達にプロ 

  グラミングを教えていただけて、とても良い体 

  験の機会になりました。 

 ・子ども達にさまざまな体験や初めて会う人た 

  ちとのふれあいの機会を持ちたいと思い、 

  今回、申込ました。 
 

＜子ども達の声＞ 

 ・難しかったけど、楽しかった！ 

 ・プログラミングの先生、明日も来る？ 

※活動レポートや画像の無断転載は、ご遠慮ください。 


